
 

国土強靱化 民間の取組事例 418  顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 14 商品やサービスに防災機能を付加する 

418 道路の凹凸をスマホで容易に計測できるアプリの開発 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

バンプレコーダー株式会社 
【平成 29 年】 

2011501019030 その他防災関連事業者 
【情報通信業】 

東京都 

 道路管理に関わるシステムの開発等 

 を行っているバンプレコーダー株式会社は、スマートフォン

を自動車に固定して走るだけで、道路の凹凸状況を計測する

こ と が で き る 、 道 路 段 差 計 測 ア プ リ ケ ー シ ョ ン

「BumpRecorder」を開発した。 

 同社では、熊本地震による道路の被災状況を明らかにするた

めに、同社のサービス利用者等と協力し、道路段差計測アプ

リケーションを利用することで、熊本県内 3,000km 以上の

道路の凹凸状況調査を実施した。 

 調査結果は熊本県内自治体等に配布し、道路の具体的な損傷

状況や、通行可能な道路の把握に役立てられた。また、熊本地震前に調査していた道路データ（日

本全国延べ 170 万 km）を用い、地震前後の道路段差の変化についても明らかにした。 

 道路が交通可能か否かをカーナビ情報等からデータ取得する技術は、すでに他社が保持していた。

そこで同社は差別化を図るため、道路の凹凸をデータ取得する技術を開発し、道路の交通可否だけ

でなく、道路の損傷度合いもデータが取得できるようにした。 

 

▲熊本地震前後の道路段差の変化 
（群青：地震前、赤・地震後） 


